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I はじめに
















































普 通科｜工業 科 ｜家政科 計
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⑥ その他 ⑦ 回答なし
お父さんの仕事についてお答え下さい。
③ ④ ⑤ ⑥⑦⑧⑨ 
20.4 28. 3 7. 7 I 13. o 




















① ② ⑤ 
女子（N=821) 18. 6 lv'. 5 36. 9 
男子（N=754) 18. 0 26. 8 9. 9 37. 3 
①常勤 ②外勤のパート







































男女とも同じ傾向で 「家族の健康J「家族閣の感情，家族の生活姿勢 ・態度」 「経済的な面」
の項目を選んだものが多かった。
幸福な家庭生活のために特に重要と思うもの三つ選ぶ図5













家族の健康② 36. 5 
③子供のしつけや教育


















































































































































































































11. 3 15.2 58. 5 女子（N=821)
0 
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①②③ ④ ⑤⑥⑦ ⑧⑨ 
0. 7,, , , 




女子（N=821) 11.4 8. 0 3.4 49.3 


















































































③ ④ ⑤ ⑥⑦ 
好（N=8却峠5 I 12. 3 15. 8 I 1.s16.3114.8 



























































とするものが最も多く，次いで 「10%程度」 である。 「わからない」の回答が男女と も20%台
であり，その割合が高い。
図15ボーナスを除く毎日の収入でJl'.i金の割合はどの程度がよいと思いますか。
② ③ ④ ⑤ ⑥ 




22. 9 35. 0 l 11.1 14.] 22. 2 JI悦）
2. 9 ① 貯金の必要はない ② 10%程度
③ 20%程度 ④ 30%程度 ⑤ 40%程度











(%) 40 30 20 10 I頁 目 10 20 30 40 (%) 
23. 3 I ①家 ：仁；：；122.9 8. 6 I ｜②労
26. 8 I ③わ 金 I 24. 9 
6.1 I ｜④時 間 7. 9 
1.11 ⑤学 歴 1. 9 
28. 7 I ；司⑥健康 28. 0 
①生治H原 ~5. 6 
































男子（N=754) 44. 0 29. 5 
2.1 
」ー、










① ② ③ ④⑤ 
女子（N=821)I 16. 8 












(%) 40 30 20 10 項 目 10 20 30 40 (%) 
















































女子（N=821) 35. 2 26. 3 
男子（N=754) 39. 0 15.1 27.1 
①好 み ② 値 段 ③品質
④分 量 ⑤ 使用目的 ⑥店の種類
⑦店のサービス ③ 買う時期













22. 7 4. 0 
（%） 
o. 6 




















① ②③ ④ 
女子（N=821) 20.6 46.1 19. 7 
（%） 男子（N=754) 19. 8 41. 9 20. 9 8. 4 
①いつもいっしょに相談する。 ④全然入らない。


















11. 8 47. 8 
0.6 






女子（N=821)I 10. 8 46.4 8.4 26. 7 

























あなたの 回 すか 育 る子べ 支障がよ し の児 ま｛共き て
家の家庭構 公同;: でがで 7う干しミ ｛動
数 専念 lまイ、ぁ な L冶成は，どのよ 、さる Lミ た
（人） す 共い 範囲 方
他
うになっていま る 働う が
すか 方 きち で よ
両 親 と 子供 1 186 272 413 397 35 69 
父 親 と 子供 22 3 6 10 1 2 
母親 と 子 供 92 25 37 25 4 
両親 と視父母と子供 56 10 15 24 4 3 
両親と祖父（又は祖母f共〕
と 子 177 35 57 66 6 13 
そ の f也 32 8 15 7 。 2 
表3 母親の仕事による夫婦共働きへの意識
妻が 子をは 事家｛動き 妻いあなたは夫婦共働き はよ ｛共し も、しミ が 、家 生 そについて，どのよ 家 生出に 育出 iJI 
うに考えていま
事 ま産後子い 児る をれる にの 通
お母さん 回 すか
育 るベ 障支がよ し の児 まf共き て
の仕事につ 答 でがで がい ｛動専 は小あ な し、
いてお答え下 数 ノペ会五、 、さ る L、 た 他す 共い 範 方さしミ。 （人） る ｛動う 閤 が
方 きち で よ
常 勤 289 40 93 126 11 19 
外勤 のパー ト 346 56 105 150 13 22 
内 職 43 8 19 13 2 1 
白 メ邑,, 209 38 77 70 7 17 
家 事 専 従 583 185 214 140 13 31 











あなたは，どのよう 家 家 家 家 家必あ 他け
にして，日常の小 族 族 族 族 族要る のでか か か か かlこ 人家
遣いを得ていま 勺 ら 勺 勺 ら応 にの
すか




あなたが にま つり 言十と j夫 i夫 決た たは
小遣いとし 回 き め め 決 めも ももも て て め てら のら
て自分で使う 答 ら も も て もう をわ
お金は月どれだ 数 J 勺 り も 勺こ f吏7しな' フ J り うと
けですか （円） （人） フ がが だ
500 未 i荷 17 3 6 1 。 5 2 。
500～ 1, 000未満 21 4 11 。 。 4 。 2 
1,000～ 2,000未満 99 20 49 1 24 1 3 
2,000～ 3,000未満 237 30 144 2 。 53 2 6 
3,000～ 4,000未満 284 37 140 4 。 83 5 15 
4,000～ 5,000未満 286 49 140 1 3 82 1 10 
5,000～ 6, 000未満 268 37 123 3 2 86 4 13 
6,000 以 上 83 15 41 1 1 16 1 8 






















あなたは小遣帳を ち つ 度も々 てつけていますか。 ん てコ コーと コー け たけてコ lす た
rt て 」
て があと カと" し当 し通 な
る る る Lミ、＼、＇.， 、
小遣いはなるべく使わないで貯金する 69 14 10 26 19 
小遣いは範囲内で計画的に使っている 327 49 37 165 76 
小遣いは範囲内で思いついたものを貝つ 785 52 78 428 227 ている
いつも不足するので追加してもらう 208 7 19 111 71 
不足した時は貯金をおろしてやりくりする 95 6 10 57 22 




日寺知 つ内容がな つ わつ々つ け か
け内n仕.,. で けはしミ
て い てみ で ら
いをる いた しミ
るみ るこ 'd. な
て と ＇ミ L、
家族から必要なと きにもら う 242 39 53 106 44 
家庭から毎月に決めてもらう 782 175 229 247 131 
家族から週毎に決めてもらう 14 2 6 3 3 
家族から半月毎に決めてもら う 9 1 3 2 3 
軍族から月毎に決めてもらうが必要にめ 430 109 104 144 73 じてま戸こもらうことがある
他の人からもらったものを使うだけで家 21 5 4 6 6 の人からはもらわない




認識と興味が同じであると回答したのは， 「衣生活」 から 「家庭経営」 まで極 めて少ない。
重要な領域に「衣生活」「食生活」と回答した半数以上が興味ある領域に 「衣生活」「食生法」 と







庭家験 アン 消 l 自 とな そレャ 費の 分
や ピjレ
生i舌情報 で友 のや 去とア の
達 コち セ 調 考
の マ 勺 ノ /'( 
経 ！し タ る し ｛也
宮子 み 581 132 74 6 217 132 20 
｛直 段 329 80 59 1 107 71 11 
口に口I 質 363 85 41 6 179 45 7 
分 量 7 2 1 2 2 。 。
使用目的 219 64 25 2 83 39 6 
店の種 類 4 。 。 3 。 。
店のサービス 12 2 1 3 3 3 。
貿 う 時期 17 4 4 6 1 








1舌 活 活 育 営
衣 生 1舌 38 20 11 4 。 3 
食 生 1舌 539 46 339 51 70 33 
f主 生 活 75 9 23 23 12 8 
f呆 育 167 13 58 7 78 11 
家 庭経営 703 50 251 78 145 179 
V おわりに
以上，高校生を対象とした調査の結果を報告し，若干の考察を試みた。




















い領域としての教材研究を進めなければ，教科 ・科目 「家庭一般」の目標 「・・…・家庭経営の立
場から体験的 ・総合的に・…一.・Jに即する指導に迫ることは難しいだろう。
生活の基盤である家庭の経済生活に関心と興味を高める指導のポイ ントをどこにおくか。ま
た，生徒の学習意欲を喚起する教材研究の進め方などについて課題は多いのであるが，以上の
調査の実態を生かし，今後家庭経済教育の在り方について研究を進めていきたい。
本調査に協力いただいた高等学校に心から謝意を表します。
文 献
1 ）文部省．高等学校学習指導要領，文部省， 1978
：高等学校学習指導要領解説（家庭編），文部省， 1979
2）家庭経済教育研究会 ：家庭科教育における家庭経済領域の整備に関する研究 高等学校編，
1980 
(1982・8・31)
